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唐通
事
究
の
研
ー
l
特に訳詞統譜・唐通事会所目録を中心として！ー
序
通事は往古唐朝よりの使節来湖町市り、玄蕃寮に鴻膿館を設け
て、訳士若干名を置いたのに始まる
。併
し中古以来唐船は稀
であ
ったので、訳士の名は偲んだが、慶長・寛永になると明朝と清朝との兵乱を避けて、
博多
・
五島
・平戸・長
崎に着岸する舶が多く
なり、諸用繁多となり慶長九年以来追々唐通事役が出来た
。
即ち
唐人情六が日本語に通じていたの
で
、奉行小笠原一番在勤中
に命
ぜられたのを始とし、その後寛永年中に中山太郎兵衛、穎川官兵衛が唐通事に任ぜられ
、
寛
永十七辰年には大通事四人
、小
通事二
人が任命さ 、叉翌十八年六月には林仁兵衛、
頴
川藤左
衛門の二
小通事が大通事に昇進している
。
その後大通
事馬田昌八は八方口遣いが
出来るので
蘭通詞に転じ
為に大通事は五人となった。万治元成年には小通事四人が命ぜられ、後員数の増減等を経て職階 制度が確立されてい．った
。
是等は殆んど帰化唐人、叉はその子孫である
。例
外としては寛
松
本
功
文六年の日本人を以って内通事役百六十八人を命ぜられた事と、太田道濯の族男が通事に採用されたにとどまる。
叉奥舶と云われ、印度支那半島から議する清舶の為に、選羅
通事、東京通事、モフル 等も置かれた。唐通事は通訳官兼顧問兼商務官で日支の外交貿易の 直接当っ ばかりでなく、文化交渉に於ても主役をつとめた。一唐通事の職制と分限
唐通事の職名、設
立月目、初代就任
者
は訳司統譜より、職掌は訳司統譜、寛文十一年九月晦日の共前書
、唐
通事子供
前書、唐人年行事
（司）共前書の起請文
、正徳
五年六
月
唐通事法度害等より
、分限は長
崎分限帳により知る事が
出来た。職
務
席順に列記すると次の二十四段階にわたる。
。唐通事頭取（十人扶持銀二十五貫目）
夫明二年六月二十四日被仰付候林梅郷久年の功に報ゆる為新規に設けられた
。
唐方一体の取締は勿論
御国益筋その他商免方の点で気付いた を報告する。O
唐通事諸立ムロ（五人扶持十二貫目）
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元文元年十月二十三日被仰付候官梅三十郎諸御用向方、唐銀掛りを主としたが、安永八年九月二十九日よりは諸御用向方、唐銀掛りは勿論通事会所に日勤して唐方諸用
向の始末をなし、通事共の向上を計り、叉唐人が国法を守るよう唐人墨敷の諸出役所を時々視察し、或は唐人共の願
書
並びに和解
諸書附等を調べ連名で提出する
。
大通事兼役の者が
多
い 。
O
御用通事享保十年八月二十三日被仰付候彰城藤治右衛門将軍家諸 の支那物件を注 調進する。
。風説定役
元楕十二年八月二十七日被仰付候官梅道栄唐船輯湊の節、異聞あるを報告する。
O
直組立ムロ通事（五人扶持十二貫目）享保十二年六月十三日被仰付候神代四郎八唐舶の持ち来れる品の値段を定める時に立ち合う。始め日付が兼ねていたが、しばらくの聞大通事が兼任した。併し再び目 るようになった。
O
唐通事日付（五人扶持十二貫目）元熊八年十二月八日被仰付候石崎友少唐通事に対する見張役であ 。
。大通事（五人扶持十二貫目乃至三人挟持七貫目）
慶長八年被仰付候鴻六通弁能く学才ある上級通訳官である。大通事同 大通事過人の制がある。日付役、風説定役、年番立合、直組立合、御用 、年番等の
加役を兼任した者も少なくなかった
。
。小通事（三人扶持七貫目乃至一人挟持四貫目）
寛永十七年十月被仰付候林仁兵衛職掌は大通事と同じであるが、格が下であり、年若い者も少く
ない。大通事に昇格する者が
多
か
っ
た
。
O
小通事並（三貫五百目乃至二
貫五百目
）
元文四年九月二十 日被仰付候河間幸太
郎
O
小通事末席（三貫目乃至二貫五百目）享保三年十二月十八日被仰付侯頴川郡藤太
O
稽古通事（三貫目乃至一貫八百七十目）帽承応二年被仰付候頴川久次郎通訳官見習である。通事
家
の子弟が有給、無給にて仰付けられ
養成されている。何れも大小通事各方面に昇格している。祖父、父、大通事等の請に依り任命されている者も少なくない。叉養父、兄、乙名、遺類等の関係者が多い
。
従
っ
て年令層は低い
。
O
稽古通事見習元旅十二年十月十四日被仰付候
頴
川藤四郎
O
稽古通事格享保十九年九月朔日被仰付候岩永惣次右衛門職掌は内通事小頭同様唐人屋敷内の詰番
。
。唐年行司（一貫九百目乃至一
貫
八百四十日）
寛永十二年被仰付候（欧）陽
活一 一宮 一台、何
三
官
銀七官、張三官
何八官、（陳）突山三官
在津の麿人の国禁違犯、或は誇論等に対し是非を決定する
。
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O
唐年行司見習延宝二年六月十三日
O
唐年行司格嘉永四 九月六日被仰付候芦
O
（唐）内通事小頭（一貫五十目乃至二百五匁）寛文六年被仰付候下回弥三右衛門
唐人屋敷の詰番をなす。
。内通事小頭見習
宝永五年四月二十三日 仰付侯頴川四兵衛
O
内通小頭事格寛政八年十二月二十八日被仰付侯太田延右洞門
O
唐船請人（後に内通事小頭見習末席と改めらる。）寛永年ヨリ相勤時小一二官唐舶の国禁を犯せし時、その御技免方 十代官官人に侠顎し、請
けてもらった事に始まる。。遅羅通事（一貫五官目）
E
保元年被仰付侯森田長助
還羅関係の通訳官である。
O
湛羅通事見習不詳泉屋徳兵衛
O
東京通事こ貫五百目、幕末には三目六十日三人扶持）明暦年中東京久東京関係の 訳官である。
O
モフル通事（一貫五百目）寛文十二年
被仰付侯
昔予
市左衛門
塚五
郎
助蔵
重松
十右衛門
中
原
伝右衛門
南方閣僚の通訳官である。
ニ長崎在住の帰化唐人と唐通事唐舶の年々長崎に来航するものの多きにつれて、唐人の長暗に在留一し、遂に我が国に帰佑する考が頗る多かった。その場ムロ長崎奉行宛に誓詞（住宅唐人共前書）
へ6
）
を提出している。当時役等を’
o
住宅唐人
h q
と呼んだ。幕府は彼等
が日程十両諸に通ずる為、彼 して唐通事、唐年行司等対華貿易に与らしめ、叉その子孫をし 職を世襲せしめる事が多かった。今長崎志、崎陽随筆、長崎覚書 長崎虫眼鏡、長崎事拾細見録、訳司統一議等に見ゆ もの〉、一部 一示す。
林一官唐年行司、福州人、寛永五反年より天和コ妥年迄五十太興法川町
六年住す。
周長官泉川人、一五は邪宗門の者であったが切支丹密告の功に求古川町
法り日明しになる、疋保二パ年より天和一ニ亥年迄三十九年住す。
楊一官斯江人、唐舶詰 寛永七午年より天和二戊年迄五十本心人工町
三年住す。
貌九官福州人、寛文十二子年より天和三亥 迄十二年住す。
酒屋町
（子孫は東京通事）
その他の通事家の始祖を並べてみる。劉一水・彰城仁左衛門祖 劉輝台・彰城久兵衛祖、陳九官・顎
川官兵衛祖、何掛楚・何仁右衛門祖、徐景芸・東海徳左衛門祖、陳沖一・頴川藤左衛門祖、奨玉環・高尾兵左衛門祖、王心渠・王喜左衛門祖等がある。
ー
ノ
ー~
守ー
｝ 
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享保元年からは長崎の聖堂に唐韻勤学会を設けて、帰化人の子
弟に華語を学習せしめた。その為華語学者として名声を博した者も多く、劉一水の子孫である彰城宣義は、貞一芋・元械の聞に著名となり方言土 ともに明るかった。唐音清話を学ばんとする者、特に学者、文人は長崎に来り彼等に教を乞うた。この他小説、医
（9
） 
学、書面、儒学、工芸の発達に寄与し三株組織としての唐通事職通事は大通事四人、小通事五人を以って定員 た。明舶通商 切 事務を委任総理せしめるに訳
（9
）（計九家）
司会同の朱章を用い 関防とした。大小 家、その他の通事家を訳司統一語、長崎覚書より採録す。
唐大通事四人頴川藤左衛門戸付州口、彰城仁左衛門福州口、柳屋次左衛門南京口、楊惣右 南京口（U同小通事五人林甚吉福州口林道栄福州口、東海徳左衛門南京口、頴川藤右衛門洋州口（何仁衛門と思わる）その他の通事家としては次の如くである。平野、深見、中山、神代、河問、高尾、清河（川） 河副、吉島
才、ザセ
VJ
カンパイ
西村、石崎、競（遊）竜、平井、早野 岩永 鉦鹿 辞、慮、官梅
ユキ
（林道栄の子孫）二木（林を折
h川て二木とす、林仁兵衛子孫）、
ヵ
井手、三浦（朝鮮系）、太田（太田道濯のヱ
J孫）、何がある。
zf
ヲザカキ
但し頴川、彰城には各々三・四 ある。これは出身地名をつけ
た事に依る。太田家を除いては全一部帰化人 子孫である。以上の家以外からは通事になる事は出来ない。一方その職 継ぎ方には色々なケ
1
スがある。即ち世襲せ千各家で代りあうもの、部分的
に世襲せるもの、何代も世襲しているもの、 代限り も 等色々あるが、いずれ せよ通事の職は株で、既に述べた通事家 当
一一回
主及びその子弟の独占するところであった。
各々のケ
l
ス 例 を 一 示 す 。
。各家で代りあっている例（御用通事・風説定役、犬小通事）官
栴道栄（唐姓欧陽）
i
陽市郎兵衛（唐姓陳）
l
頴川四郎左衛門
l
彰域藤治右衛市！柳屋次郎左衛門
l
平野繁十郎
。部分的に世襲せるもの（内通事小頭の一例）。
清川久左衛門
l
清川幸次右衛門
。完全な世襲の例（唐年行司・唐舶詩人、モフル通事、東京通
事
J o
初代二代日（養子）初代（養子）二代日
群六甘い！市左衛門
l
市左衛門
l
久四郎
i
利平
lA
四郎！大次郎
O
一代限りのもの（唐通事日付、小通事、小通事並の一例に見らる ） 。叉養平関係をみると、唐通事問、蘭通詞家との交流、各種地役
人との結びつきが見られる。
一、天保六未’年ご月主日受用銀二貫七百目助成銀百目都合二貫
八百目ニテ稽古通事相続被仰付候
柳犀治左衛門三男
河野
FA4
円 以
μ
て一’開店
当来十四歳
一、安政二卯ム年四月四日無給ニテ稽古通事一被仰付候
阿幽剛院稽台通事西松究郎弟養子
吉島
辰羊
太郎当卯十ヌ成
一、文政八西・年七月十八日河問幸太郎御暇被下置名跡被仰付受
用銀三貫目
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南町乙名津間虎之助弟
被下置候津田羊太郎
唐通事が蘭通詞と同様に養子相続が多いのは通事職を維持する
と共に、その語学力という特殊性に依ったものと思われる。
家諮の方面からも株組織を眺めて見る。阿蘭陀通詞に於ける阿
蘭陀通詞由緒書、長崎阿蘭陀通詞由縮書 相当するものが、唐通事には見当らなかったが、辛い訳司統諮より索求出来た。彰城家（ 把 私 設 一 航 る 中 の 一
つ）について考究する
。
初代太次兵衛
正徳三巴年正月二十三日新規
K
詰 恭 一 よ
り
内
通事
小頭を仰せ付
けられ、
享
保十三
申
年病死
二代太次兵衛（養父太
衛跡先名
・
万 蔵 ）
享保十三申年九月二十三日被仰付候、宝暦十二午年十二月二十七日病死
三代太十郎（父 次兵衛跡）
宝暦十三来年一一一月十九日被仰付候、同十四申年二月十一日御暇御克
四代祐四郎（父大 跡）
宝暦十四申年二月二十三日被仰付候、明和王子年 月二十七日退筏
五代新五郎（父蹴 跡）六代官三郎（百兵衛跡）
安永六
百
年十ご月二十八日被仰付候、寛政十午年四月十七日
退役御免
七代清三郎（百三郎養子・蒸右衛門と変名又秀十郎ト相改）
寛政十午年四月二十五 内通事小頭被仰付候
八代乙次郎（秀十郎倖・後秋平ト改、当未十七歳）
文化八未・年間二月二十三日父跡内通事小頭被仰付受用是迄之通銀一貫 百七十日被下置候
以上の如くである。唐通事社会の動きによりみると、親の功、祖父の願に依り稽古
通事に任命されたり、将来性を考えて無給で勤めて実績を作ったり、大通事の願に依り昇進したりしている
。
長崎奉行よりのも では、名改の届出、褒賞、罰 格上げ格下
げ、唐通事予弟に対する助成銀、隠居料、帯刀許可に対する件等と色ぎのお…
。
以上に依り通事職は株であった事が判然とする
。
四長崎と唐通事付長崎に於ける唐貿易と唐通事長崎入港の唐船は出港地に依り三種 分ち、南京・寧波等江蘇江 口港よりのものを「口舶」、福州・麗門・広東等の中奥港よ するものを「中奥舶」、選羅・東京・東浦業等の奥港より来れるものを「奥船」と称した。叉南洋費易の一部をモ
1
ル（言。。司）と呼び唐貿
易の中に含んでいる。
初期は相対貿易で
あ
り、住居仮寓等も制限がなく、唐船の入港
を見ると長崎の町人は我先に小船を出し迎え、自分の家を「船宿」とする約束をした
。談合の
上「口銭」を申し受け宿主に移しい収
入を与えた。叉親しくなると唐人自らが指名して投宿する者が多くなった。これを「指宿」と云う。斯様な散宿の状態に於て発生する弊害除法の
為
改革は三度実喝され、順番に宿泊ぜしむる可く
「宿町」の制を設けた。密貿易、切支丹禁書の密輸、風紀上の問題等より出島オラシダ屋敷の先例に依り、長崎郊外十善寺村御薬
〔害賠｝（元禄二年完成）（
U
）
園の地に唐ん屋敷 建設す 事になった。
一 － 五
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唐館内の通事部屋は大門内と一乏門外之制限」ハ百五十四坪六勺）
にある表総長屋（五十五坪）の一部に置かれた
。唐
館よりの外出
許可は、諸役所出頭、寺院参話、
帰国
、
諏訪神社祭礼に限め
4
た。勿論通事を
通
して
奉行に届出受許に依らねばならなかった
。
只自由にな必…りは遊女の出入で
あった。笠間唐通事の一部はそれ
に関連している。
斯様な背景に於て、長崎地役人の一
である唐通事は一顧問兼商務
官兼通訳官の働きを した。唐通事会所目録より抽出する。
一、寛女＝一卯之年正月五日西北之風に吹やられ、茂木江な
かれ
著申候段申遺候、初叉、水・少、負野菜入用に候由市越候、何も惣右衛門和解差上申候処と御意被成候
者
、前
か
と
も加様之
事候哉と御意被成 ：・：・
一、同九月十 日、昼八ヅ時、陽惣右衛門・
彰城
仁左衛門被仰
付候而、琉球より破損舵之荷物積参候、
麿
人荷物御座候哉、
おらんた荷物御座候哉とて、おらんた通事志築孫兵衛・石橋
（ ど カ ）
初次、何もさつまやかけに参、本艇にて荷物之様子鬼被市候??、?????????????﹈???????????何れも唐人荷物之様に見へ申 段、両人申 候尚門川
U
接蝕の多い唐人との関係を知るものとしては
唐客
、
唐通事
、
遊
女達が館内で冬至祭をしたり叉唐通事家に縁組・養子 節
は唐
人
ちゃんめら吹きが来て祝
っ
て い 〜 日
常と数多の例がある
o
例外的に
は唐通事の抜荷事件関連もあ
っ た 。
次に本来の職掌たる通訳官の役割について眺めてみる。
唐通事
会所は、宝暦一元年六月に今町人参座屋敷に出来たが、宝暦十二年
一一六
七月九日願に依り本興善町総蔵跡墨敷地に修造された。以前は大通事宅で会合をしていた。昼夜当番一両人が、ここに詰めて執務（日 ）した。叉大重二人小通事若しく議守通事一人が年番といって
諸公
務
と官
家に往復の事を専務
とした
。語
学力に関しての努力と
しては、享保元内市年、聖堂に於て唐通事の子弟に対し唐韻勤学の会が始められている。店通事に一別して一年に二冊の唐書輸火が認められ いる事も便利
あ
っ た 。
橘林（蘭通詞）雑話に依ると、長崎に今用いられている唐音は
南京音で正音であり、音は軽 とある。彰城宣義の如く方言土語に通ぜざるはないと云われる者もあったが、誤訳をする者もあった
。
和解を見る事に依り通事の語学力、叉彼等の政治・経済・法
律外交・社会動静等に渡る認識を知る が出来る。通航一覧所収の和解・漢訳の表題の一部を提示す 。
信牌
oE
徳五年＝一月、通事共唐人との約条に差副出すへき加数
並一胞の商昂銀高定例。
E
徳六年広東艇之唐人共申口。享保十
一丙午年十ご月、
A吸引渡候儀
r
付由‘上候書付写
。薩摩領
沖之永
良部にて破踏仕候福州艇之唐人井、畳一一詞を以申上候口書和解。黒砂糖を作る法
、白砂糖
を作る法和解。寛文三年錦会鄭経
、都
開より長崎の奉行へ贈る書簡
の
やわらげ等
的円疋徳新令と唐通事この新令は単に唐蘭貿易事務官の職制
を改めて、冗員を淘汰し克民に令して勤倹を旨とせしめ、密貿易を杜絶して、銀銅活出の弊を
予
防する等徳川中期の改革としてみ
るものがある
。
唐通事も大きく制約を受けている。
即ち正徳五乙
末年六月底通事
法
度書に依ると、胃通事役は重要なる故不正があ
っては末相応で から
、法度を堅く守り勤めるように
。
特に風
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説定役に於ては日常の雑談をも心懸け注意寸る上うにとか、通事目付に至りでは少しでも疑わしい点は有体に申し出ずる可き等と細かく規 した。更に御法度の趣旨に反する者あらば、親子兄弟親類縁者知音でも陰さず届ける上うにと、若し露顕せば本人同前の科であると。或は唐人より通事へ 送り物あらば、早速奉行所に報守するとか、唐人の不法行為、客商が日本人に寛ぜらるる事等をゆるがせにすれば越度となる等。私生活に於ては更に倹約をし、過分の事等ないよう と達せられている。
正徳五乙未年六月唐通事法度書
条 々
一、従先年被仰出候法度の臣、並今度被相定候条の趣、明無違背相守可申候事一、小通事は末 若き者も有之候条 猶叉学向精出し、鞠無慨怠相励可申候事、
一 、 ： ： ： －
ji
－ － ： （ 中 略 ）
ji
－ － ： ：
一、各其身持倹約を用、明過分の儀不可有候 定者修を好み、其
費に因て日用の不足を難儀し 上は、不計私曲も出来るへき事
K
候条、常々倹約を用候の儀、可為専用候事。
右の条々堅可相守者也E
徳五年六月大備前
宜幕末と唐通事幕末多事に及び、回一蘭通事の区別 不必要となす迄発展し、一二ヶ国語のみを修得するのでは満足出来ぬ状態となった。還羅通事、東京通 、モフル通事等は阿蘭陀通詞をも兼任している。
一安政二卯年四月二寸四日阿蘭陀通詞被仰付是迄名乗来候役名
ヲモ兼侯様被仰渡：・：；
説豊太郎
英・仏艦の来航に当りても店通事は活動しているわ）その中に唐
人いるを見れば奉行所より唐通事をして応接せしめた。注目す可き事は安政六年神奈川、函館の開港に及び通事中には同地に出張を命ぜらる 者あり、外国使臣駐却の関係上江戸に召さるるもあり、東西交通の日に隆盛なるに伴い、者諜古川学の必要を感じ招轄するありて通事にして長崎にあ は稀であった事である。
結
ぴ
長崎に於ける帰化唐人及び在慎唐人が徳川時代に於 、対外貿
易外交問題に特殊な才能と経験とを発揮し 叉交化交流にも大なる媒介となった。一方帰化唐人が如何なる経過を経過を経て日本に溶け込んだかが察知されると共に、上古帰化人華僑に於ける活動との比較研究にも興味が持たれる。註 （
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